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あ と が き  

 

 今、「岡山畜産便り」も、変動する社会情勢の中で、曲がり角に

さしかかっている。 

 原則、有料であるため、財政難で行政機関の購読が減少しつつ

あること。若い人の中に、購読を止める人がいること。そして、

有料ならいらないとか、情報はインターネットを活用した発信で

よいのではという意見があることなどが主な要因です。「岡山畜産

便り」は国・県・市町村・農協・中央団体・地方団体・畜産農家・

関係会社などの方に購読され、この雑誌が唯一活字による手軽な

情報交換の場所であることを考える時、もう一度原点に戻って、

皆さんに喜んで購読してもらえるような雑誌にしたいと思ってい

ます。 
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